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【議 事】 司 会  総務局長 池上新一          

 

◇議 題  

1. 令和6年度定時総会について                         池上総務局長          

2. 日臨技報告                            倉重副会長 

3. 第33回福岡県医学検査学会について                      浦園地区長 

4. 災害協定の進捗状況                                    外山会長 

5. タスクシフト講習会について                   木村運営理事 

6. 期末監査報告                            北里監事                                     

7. 各部報告 

8. 各地区報告                       

9. その他                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◇外山会長挨拶 

皆様、こんばんは。このメンバーでの会議は今日が最後になります。次は運営理

事会になりますので、この全員が集まるのは今日が最後になります。 一期 2 年間、

お疲れ様でした。皆様方のおかげでスムーズに様々な行事をこなすことができまし

た。改めて感謝申し上げます。どうもありがとうございました。 本日も様々な議題

がございますので、皆様方の忌憚のないご意見をよろしくお願いいたします。 

 

  1. 令和6年度定時総会について                       池上総務局長 

   令和 6年度定時総会についてですが、14：00 より表彰式、14：30から総会と予定

していましたが、県の方から 14：00 からの表彰式には参加できないため 16：00 で

調整してくれとの依頼がありましたので、前年までの時間配分を見ても総会は 1 時

間半で終了していますので、総会を 14：30 から開始して 1 時間半後の 16：00 より

表彰式としたいと思います。必ず総会には理事会を開かないといけないので、表彰

式後に短時間の理事会を開いて終了したいと思います。会場は 17：00で明け渡さな

いといけません。 総会後の懇親会は 17：30 で予約していますが、17：00 開始で調

整します。 

総会時に各部門の会議を開催する件は話し合いの結果、総会前の 13：30 からの 1

時間に行うこととなった。場所は総会場を使用し分散して行う。各理事集合時間は

13：00 となった。各部門会議の案内文は事務局作成、各部理事は会議費等の事務局

への報告と総会・懇親会参加等をお願いする。 

 

2. 日臨技報告                          倉重副会長 

   3 月 23 日に行われました日臨技理事会報告ですが、送らせていただいた資料を抜粋

して報告します。  

タスクシフトシェアに関する厚生労働大臣指定講習会に関する様々な変更あり。

従来、講師は医師、看護師に依頼していたが、静脈路確保、造影剤注入器、グルコ

ース検査、喀痰吸引に関しては、指定講習会を受講終了し指定講習会実務委員とし

て専門に対して 3 回以上指導者の補助を担当した方、おおむね 30例程度の現場経験

があると申告された方に関しては講師が出来ると変更された。 肛門機能検査、内視

鏡検体採取に関しては現状通り大腸肛門機能障害研究会の医師に講師依頼をお願い

する。  

臨床検査技師を名乗ろうキャンペーン、検査技師の職域拡大、知名度向上を目指

したキャンペーンです。それに関してポスターを作るということでポスターの募集

が始まります。 最優秀賞には 1 名 10 万円、優秀賞には 2 名 3 万円の賞金が出るこ

とになっております。 

近年の dx に対応するために IT 関係に強い職員を雇用した。日臨技システムに関

わらず、いろんな情報系のシステムの改革が期待されている。 

昨年より開始されている全国会長会議は継続して行われます。 

災害対策の強化。各県と自治体との協定を 20 都道府県以上増やすことを目標にバ

ックアップしている。 

IFBLSが 2026年開催されますので、それに向けて準備を進めて行く。 



雑誌の医学検査ですが発行に 1 億数千万ぐらいかかってるということで、ウェブ

化するのかどうかの議論が進む予定。 

支部運営に関しては、学術部門長連絡会議がなかったので、開催の方向で準備が

進められるので日臨技の学術部門担当者は業務が増えることとなります。 

臨床検査技師の認知度を上げるために様々なキャンペーンを展開する。メディア

への露出を増やすなどの取り組みを行っていく。 

予算編成の資料ですが、人材育成のプロジェクトや政策調整の強化とか、システ

ム課の新設など様々な事業を考え、今年度の予算計上としてはマイナス計上として

いる。ただ、この平成 30年からの予算実績の推移見ると、コロナウィルス感染症に

よる余剰金が出ており、今後の使用を見据えての計上です。 

支部学会、研修会は開催に際して予算が足らないという意見が多かったので、増

額されることとなった。前途金は会員 1人あたり 500円だったのを 1000円に上げて、

大体 九州支部学会でも 900 万ぐらい金額となる。支部の研修会も一律 10 万円の前

途金でしたが、現地開催は 15万、ウェブ開催は 7万 5000円となります。  

2027年度、令和9年に全国学会を長崎で開催するということで立候補届け出がなさ

れた。執行理事会で承認されれば、会場を出島メッセ長崎として地方での開催とな

ります。 

 

3. 第33回福岡県医学検査学会について               浦園地区長 

 資料提示あり。 

    学会プログラムの確認。式典の総務局長、福臨技会長、次期学会長が空白だが記

入してよいか（総会後に発行されるため、記載することとなった。次の学会は事務

局担当のため、次期学会長は削除する。） 

一般演題は以前からお話ししております通り、午前中に 5 演題、3 会場で計 15 演

題、午後からお昼の 1番に 3演題、3演題、2演題と振り分けている。 

ランチョンセミナーは 3社決定した。80名定員の希望があったので、最終的に 80

名×3会場の 240食となっている。（400名は参加が見込まれ、240食に実務委員やボ

ランティアの食事も含まれることは参加者分が足らないことが予想され、実務委員

等の昼食は学会事務局が発注することとなった。） 

長野県から講師の方が来られるので、ホテルの部屋を押さえていますが、理事の

方々で前泊される方がいれば 5部屋ほど押さえていますのでお知らせ願います。 

県学会抄録集初稿を4月22に陽文社に提出できるよう作成中で、外山会長にはご挨

拶文のご依頼をさせていただきます。  

  

4. 災害協定の進捗状況                                  外山会長   

   先週 4 月 3 日、九州卸連合福岡県担当の正晃の石川常務はじめ 3 名の皆様方と話

し合いを行った。前向きに検討していただけることとなったが、九州全体で足並み

を揃えた方がよいのではとの意見で各県の会長へ呼びかけることとなった。 

明日は福岡県医師会の災害担当の先生方と災害協定について意見交換を行う予定

で、私と木村理事、緒方副会長、大久保副会長が参加予定です。 

福岡県との災害協定締結が前進していない状況ですが、明日の 福岡県医師会とお



話をした内容を踏まえて福岡県へ連絡を取るようにします。今年度中に福岡県と災

害協定を結べるように準備を進めていきます。 

1 月に起こりました能登半島地震に際しまして義援金を送るということを皆様方

とメール審議をさせていただいておりましたが、3 月末に 30 万を石川県技師会の方

へ送金しています。 

 

5. タスクシフト講習会について                 木村運営理事 

    講習会参加を促すために一斉メール送信を行いました。WEB の登録もされてない

方々が 2400名くらいいらっしゃいましたが、3ヶ月ぐらい経過して増えたのが 15名

でした。残りの 300 人ぐらいが対象になってくるのかなと思われ、夏までには一度

行なえればと思っている。7月に学生の授業に使用するために機材貸し出しの依頼が

九州大学より来ておりますので、対応いたします。 

   

6. 期末監査報告                          北里監事   

  財務からの決算報告後に報告。 

   

  7. 各部報告 

●管理・運営（生田） 

  資料あり。 

発送文書は記載通りになります。 

2023年度会員数は 3月末で 3466名となっております。 

●財務管理部長（田代） 

資料の収支計算書に従い、年度末として報告。 

（管理費の備品費の執行率が 659％となっているのはとの質問があり、WEB 会議用

の備品購入である説明がなされた。） 

北里監事より監査報告として、すべての事項に於いて適切に運用されていること

が報告された。 

●学術部長（佐藤） 

  資料あり。 

    研修会実施状況は資料の通りです 

県学会の一般演題の応募は 23演題でした。 

 

●精度管理（牟田） 

        資料の通りの令和6年度の試料申し込み状況報告。9団体から計3265セットの申し

込みとなっている。7月に福大筑紫病院にて作成し、8月に発送予定。 

●広報・情報管理（代・石川） 

資料に従った今後の発送予定の報告。 

●企画運営（木村） 

  4 月 23 日の火曜日に、関係機関との災害時応援協定の締結を促進するためのウェ

ブ会議、第 2 回目が開催されるので参加します。三役の先生方もできれば参加を

お願いします。 



●公益事業部長（加藤） 

資料あり。 

４月 13日に行われる第 20回福岡県医学検査デー 市民公開講座の開催報告。 

 

8. 各地区報告 

●福岡地区（新田） 

    資料に沿った会議開催報告。 

●北九州地区（佐藤） 

    資料に沿った会議開催予定および研修会開催報告。 

●筑後地区（野田） 

 資料に沿った会議開催報告。 

4月 18日に筑後地区前期講演会を開催予定。 

●筑豊地区（浦園） 

資料に沿った会議開催および研修会開催報告。 

10月には健康 21 世紀福岡県大会を筑豊地区担当にて開催予定。 

 

9．その他                           

1. 後援依頼 2件  

申請団体 ：福岡糖尿病セミナー  世話人（ノボノルディスクファーマ）  

第 74回福岡糖尿病セミナー 2024/6/29  

申請団体 ：九州肺機能談話会   世話人（アストラゼネカ株式会社） 

第 81回九州肺機能談話会 2024/6/15 

                            反対意見なく承認された。 

 

    2.  倉重副会長 

今年度は法人会計勉強会に参加することとしています。6月から開催され、各 

県5名まで視聴でき全6回のシリーズで、2万円です。参加の5名は選抜していま

すが、誰が入っても構わないとのことで、誰かが参加できないときはお声掛け

すると思います。 

  

    3.   池上総務局長 

総会についての追加発言。 

総会役員の資格審査委員ですが理事を代表して必ず 1 人資格審査員になっても

らっているので多田理事にお願いしたい。（多田理事了承） 

書記のお二人は参加可能ですか。（市丸 参加できない、高木 所用に遅れる可

能性がある） 

 

4.   外山会長 

来週の金曜日から韓国京畿道で行われる学会に会長、副会長、参与が参加いた

します。昨年の県学会での最優秀演題の 2 名の方々も参加され、英語で発表し

て頂きます。 



 

 

 

 

  議事録作成 令和 6年 4月 12日 

池上新一 

 

 

    議事録署名 

    

  

              印           印           印 


